
《書評》

戴 逸 主編 『18世紀 的 中国 与 世 界 』

18世紀の中国を世界史の座標軸で考える

華 立

1

昨年の6月,清 史学界のみならず中国史学界の重鎮である戴逸教授主編によるrl8世 紀的中国与

世界』(全9冊,瀋 陽:遼 海出版社,1999年)が 刊行された。各冊1巻 か らなり,r導 言』巻にr政

治』『軍事』『辺疆民族』r農 民』r経 済』r社 会』r思 想文化』r対 外関係』などの8巻 がっつ く。黒

と赤がコン トラス トをなす雅やかな装丁,全9冊 という重厚なボ リューム,戴 逸教授及び中堅研究

者が参加 したn名 の執筆陣。この大著を落手 したとき,さ すがにその重みを感 じざるを得なかっ

た。

表紙の説明にも示されているように,本 書の基礎をなす研究は1992年,中 国の国家社会科 学研

究基金(「 八五」重点項 目)の 補助を受けて発足 した同名のプロジェクトである。研究活動の拠点

は当初よ り中国人民大学清史研究所に設けられ,メ ンバーも清史研究所の教授陣が主体 とな って

いる。それか ら8年間,プ ロジェク ト参加者全員の努力によ り,つ いにこの大著が世に問われ るに

至 ったのである。

18世紀の中国 とは,清 代の全盛期,す なわち康煕 ・雍正 ・乾隆の3皇 帝の治世にあたる。近 年熱

気に包まれる清代史研究において,こ の時期に関する研究がもっとも活発で,さ まざまな成 果が

多数発表 されている。ところが本書のように,研 究の視点を18世 紀という時期に据 え,そ の 百年

間におけ る中国の諸現象を,中 国以外の世界 と対比しなが ら検 証する,い わゆる18世 紀 を研 究の

枠組み とする着想は,過 去に例をみない斬新な試みであるといえよう。

ではなぜ清代中国の特質を把握するのに18世 紀という枠組みが重要なのか,視 点 を変 えれ ば,

中国史および世界史 におけ る18世紀 とはどのような特徴 を有する時代であったのか,研 究の基調

にかかわる上記の問題について,戴 逸教授が執筆する本書の総論にあたるr導 言』巻が 巨視 的見

地から捉えている。以下でその論旨の要点をまとめてみることにする。

(Dl8世 紀は 「世界歴史の分水嶺」であり,r人 類の歴史における偉大な転換点」(i.2頁)で あ る。

この百年間に欧米諸国で起 きたイギ リスの産業革命,フ ランス革命,ア メリカの独 立戦争 によ

る建国など一連の出来事が,人 類文明史上の革命的な変革を導 き,農 業社会から工業 社会への
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躍進が実現 された。この変革の衝撃波は西半球か ら東半球へと走 り,そ れにつれて東方と西方

との古来のバランスが崩れ,世 界全体の進展方向に画期的な変化がもた らされた。

(2)18世 紀の歴史を貫 く最重要テーマは 「近代化の問題J,す なわち 「伝統社会か ら近代社会への

邁進」(6頁)と いうことである。19世 紀以降の各国の発展過程を規定する諸要素が100年 前の18

世紀にはほぼ孕まれてお り,そ の様相によって各国の近代化の形態,進 展の遅速,受 ける阻害

の度合いなどが大幅に異なっている。18世 紀中葉に頂点に上 り詰め,東 方の大国として強盛 と

繁華を世界 に誇った清代申国は,な ぜその後近代化の潮流に乗 り遅れ,つ いに欧米諸国に追い

越 されて しまったのだろうか。中国近代史の研究者たちが問い続けてきたこの閙題を本格的に

解明 してゆ くため には,近 代史の原点 となる18世 紀の中国 と世界に立ち戻 って再検証作業 を行

わなければならない。

(3)中 国史研究は従来,世 界史と切 り離 して別個に行われる傾向が強かった。しか し 「ある時代,

ある地域の歴史をよ り深 く理解するためには,時 間と空間の制約を超越 し,研 究対象をよ り広

い範囲に」おいて考察することが大切である。中国は世界の一部である。「中国を世界史の座標

軸に置 くことに よって,は じめて中国の位置と状況の真相を確認することができる」(2頁)。 東

西の両世界が急速に接近 して くる18世 紀では,中 国と世界 との連動が～段 と強 まり,双 方の関

連性を抜きに して考察することはもはや成 り立たな くなっている。 もちろん比較には縦方向と

横方向との2つ の方向性がある。縦軸で清代の事象を前代史 と比較 した場合,主 に過去より優れ

た側面が 目に映 るのに対 して,横 軸で急速な変革を遂げつつあるヨーロ ッパ との比較を行うと,

清 代中国が抱える最大の欠陥,メ カニズムに内在する封建性,保 守性 が くっきりと浮かび上が

る。それはまさ しく,資 本主羲の青春期の西方 と封建主義の晩年期の中国 という格差であ る。

(4)18世 紀の研究を提唱 するこのアプローチは,け っしてそのなかの中国 と世界を同レベルに列

して取 り扱 うことではない。研究の重心はあ くまでも18世 紀の中国に据えおき,可 能な限 り外

部の世界と対比 しなが ら考察 を行 うという方針で進める。18世 紀の中国において,な にが近代

化 を促す要素であったのか,反 対になにが近代化を妨害する要素であったのか,こ れ らの問題

に解答を見出すには,多 方面にわたる ミクロな観察 と分析が不可欠であ る。そこで本書は,『 導

言』巻以下に8巻 の各論を設け,農 業 ・手工業 ・市場 ・経済区域 ・階級 ・都市 ・政治 ・軍事 ・辺

疆 ・思想文化 ・科学技術 ・対外関係などの諸方面にっいてそれぞれの実像 を具体的に検討 して

ゆ くことにする。

さてここで一つの興味深い現象について触れてお きたい。本書を生み出すプロジェク トと共通

す る発想をもち,18也 紀のヨーロッパをテーマとする研究を提唱する動 きが,20世 紀の80年 代に

ヨーロッパの歴史学界にすでに台頭 していた。のちにそれが学問の一分野に発展 して,「18世紀学」

と称 され るようになった。今は本部をオランダのアムステルダムにもつ18世 紀研究会がそのイニ

シアティブを とっている。は じめ別々に研究活動を展開 していた中国 とヨーロヅパの研究者たち

は今や,互 いに交流を進め,親 密な連携関係を結んでいる。1992年 以来,当 プロジェク トの関係
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者がヨーロ ヅパで開催 され る国際18世 紀研究会の定例大会 にたびたび出席 してお り,他 方1995年

北京で開かれ た国際 シンポジウムrl8世 紀の中国 と世界」には,国 際18世 紀研究会会長のJochen

Sch!obach氏 が出席 し講演 した。これ らの活動の成果を受けて,中 国18世 紀研究会が正式に結成さ

れ るに至 り,上 記シンポジウムの閉会式の席で設立宣言が発表された。JochenSchlobach氏 は本書

の序言も自ら執筆 し,そ の中で本書の出版および18世 紀研究の意義について,「 国際18世 紀研究会

の趣 旨は,世 界各国におけるあらゆる18世 紀の文化遺産に関する研究 を促進,ま たはその活動を

調和 させ るこ とである。 このような文化遺産には歴史 ・哲学 ・思想 ・宗教 ・言語 ・文学 ・科学 ・

芸術 と法律の諸分野が含 まれる。……(本 書)の 出版 は中国研究者の当該時代 に関する研究を大

幅に促進 するに違いない。つまり,現 代に対するこの時代の重要性 と価値は,決 してヨー ロツパ

のみに限 られ るものではない」(『導言』巻,1。2頁)と 語っている。「18世紀学」研究の発展は今

後 も大いに期待できると思われる。

2

r導 言』巻以下の8巻 は次のように構成されている。紙面の関係で各巻名,執 筆者名および書中

各章の標題についてのみ紹介 してお く。

政治巻 郭成康撰

緒言

第一章18世 紀極端專制政體的彊化和完備

第二章 専制主義中央極權的彊化

第三章18世 紀後期政治的腐敗

第四章 千秋功罪

軍事巻

緒言

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

第八章

第九章

戴逸 ・張世明撰

軍事思想與大戰略

清政府軍隊建設的得失與成敗

軍事經濟探析

武器装備差昇的比較研究

海上武裝力量的頽史反思

駆準保藏與緩服青海

雍正朝對準囑爾的戰争

乾隆朝對準臈爾 ・回部的戰争

金餌戰争
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第十章 驅廓保藏戰争

邊疆民族巻

緒言

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

成崇徳撰

18世紀中俄美疆域形成的比較

18世紀清朝對邊疆的統一

18世紀清朝的疆域

18世紀清朝對邊疆的管理及其政策

18世紀清朝邊疆的人口流動與美國的"西 進運動"

18世紀中美邊疆開發的比較

農民巻 徐浩撰

緒言

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

18世紀中英農民與農村經濟的比較

18世紀中英農村生産關系的比較

18世紀中英農村商品經濟的比較

18世紀中英農民生産生活的比較

18世紀中英農民反抗鬥争的比較

經濟巻 陳樺撰

緒言

第一章18世 紀的中國社會

第二章 經濟發展的不平衡性

第三章18世 紀中國的經濟區域及其特徴(上)

第四章18世 紀中國的經濟區域及其特徴(下)

第五章18世 紀中國的國家財政收入

第六章 非常項經費的支出與籌措

第七章 中央財政輿地方財政

社會巻 秦寶埼、張研撰

緒言

第一章18世 紀的社會環境:從(`人 口"問 題切入(上)

第二章18世 紀的社會環境:從``人 口"問 題切入(下)

第三章18世 紀的社會結構=群 體 ・社區 ・組織(上)

第四章18世 紀的社會結構:群 體 ・社區 ・組織(中)

第五章18世 紀的社會結構:群 體 ・社區 ・組織(下)

第六章18世 紀的`第 二個世界":非 常態社會組織
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第七章18世 紀的社會"精 英":領 導基層運行的階層

思想文化巻

緒言

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

黄愛平撰

清朝政府的文化政策

漢學的興盛

傳統文化的總結輿發展

昇端思想的萌芽

經世思想的崛起

中西文化交流的跌落

18世紀中西世界觀念的差昇與評價

對外關系巻 昊建雍撰

緒言

第一章 清前期的對外政策與行商制度

第二章 清朝與歐洲主要國家的通商

第三章 清代中國的主要出口商品

第四章 清代中國的主要商品和白銀

第五章 鴉片走私

上記の通 り,各 論 としての8巻 は18世 紀における中国の事象を主軸に,ジ ャンル別で構成されて

いる。8巻 の構成において,従 来の研究でも大 きく取 り上げられた政治 ・経済 ・思想文化 ・社会 の

諸巻 と並んで,辺 疆 民族 ・農民 ・軍事などの方面にも多 くの紙数が割かれ,単 独の巻 をな してい

ることが,大 きな特徴 といえよう。 こうした構成をめぐる新機軸は,著 者たちが主張 す る18世 紀

中国史の研究構想を示すものとしても受け止め られ る。執筆の担い手についてみ ると,プ ロフ ィ

ール記載 の通 り,当 該分野の各々に精通 し,手 堅い実績 をあげてきた研究者による強力 な陣容 で

あることも明 らかである。さらに各巻の内容を吟味すると,多 くの文献 ・襠案史料を駆 使する微

視的研究が大半 を占める一方,ミ クロな視点に とどまることな く,史 実の総括,理 論面 の再構 築

に向けての論議 も豊富に盛 り込まれている。一つのシリーズとして,各 巻の論旨に一貫性 があ る

と同時に,巻 中における問題の提起,資 料の取捨,分 析手法の運用などにおいては,執 筆者各 自

の個性が生かされてお り,ま さに多彩である。また,各 巻の 冒頭に設け られた 「緒言」 を一読 す

れば,直 ちに当巻の要 旨を把握 することができる。すなわちr導 言』巻を含む9巻 を1セ ヅ トと考

えれば,統 合 された一大著となり,各 巻 を個別 の著作と考えれば,そ れぞれが体系の 整 った当該

分野の専門書 とな るとい うことができる。
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3

ここで各論の内容について もう少 し詳 しく触れてお く必要があるが,紙 面の関係 と評者自身の

能力によ り,そ の範囲を大幅 に制限せざるをえない。ここでは主に,『政治』『辺疆民族』の2巻 を

具体的に取 り上げ,本 書の特色の一端を垣問見ることにしたい。

『政治』巻執筆の郭成康氏は1980年 代に 『清入関前国家法律制度史』r清 代文字獄』 という2冊

の労作を出版 してお り,そ の後,史 料集である 『清史編年 乾隆朝』(上)(下)の 編纂にたずさわ

り,乾 隆朝の政治問題を研究デーマとしてきた。当巻において氏は 自らの研究蓄積を土台に,「18

世紀中国政治の最大の特徴」を連続する康煕 ・雍正 ・乾隆の3代 の 「極端な専制政体の強化 と完備」

(『政治』巻,30頁)と い う点に見出し,清 初以来の中央集権体制の強化過程,政 治体制における

皇帝権力の極端な膨張の実態およびその要因を,多 面的に検証 ・分析 した。

まず第蓋章では,順 治期か ら雍正期に至る清朝中枢の行政組織の変遷を,内 三院と内閣の時代→

内閣 と議政王大臣会議の時代今軍機処時代という軸に沿って辿 り,軍 機処の成立による 「乾綱独

断」(国 政 に対する皇帝の独裁)体 制の域立過程に対 して段 階的にアプローチ した。また,そ の過

程 にみ られる清代独 自の奏摺制度の発展を,偶 然の現象ではな く,皇 帝権力の膨張に同調 した,

言いかえれば前者の需要に応 じて創 出されたものであると指摘 した。第2章 では,高 度な君主専制

体 制のもとで作 られた行政 システムとその運営実態に関する検証作業が行われている。氏は権力

中枢 を代表す る部院と地方の最高長官であ る総督 ・巡撫 との間に敷かれた行政の分担構造,皇 帝

に よる内外官僚群に対す る統制 と監督,総 督 ・巡撫に与え られた地方財政 ・人事の権限とその変

化,中 枢政策決定機関の権威 と中央に対する地方有力官僚の影響力を,各 側面から動態的に考察

し,そ こに見 られ る行政権の分割 と統合のメカニズムについて政治学理論に基づ く解釈 を試みた。

第3章 は18世 紀後半の国家政体に癒着 した持病 一一政治の腐敗に,焦 点を当て,次 々と露呈する重

大 な案件を取 り上げて分析 し,そ の原因を①制御なき独裁君主の暴走,② 総督 ・巡撫級官員の過

大 な権限,③ 法律上の不備 と誤 り,④ 社会風習の乱れ,⑤ 士大夫の道徳 し喪失などに求めた。

第1章 か ら第3章 にかけて考察の視点がもっぱ ら清代中国の内部に集中 しているのに対 して,総

括 にあたる第4章 では,同 時期の世界という新鮮な視角を取 り入れた。ただそれは,あ くまでも18

世 紀 ヨー ロッパ諸国の目に映 った中国 とい う視点にとどまり,政 治制度の諸相を比較するには及

ば なかった。最後に,18世 紀の中国政治の利害得失について氏は,「18世 紀に極端な専制体制の頂

点 に達 したこの政体には,そ の発展 をな し遂げ られ る内在的な要因」(r政 治』巻,402頁)が あっ

た ばか りではな く,そ れを作 り出す社会的環境 も18世 紀の中国に存在 した,つ ま りこのような君

主 独裁体制の成立には歴史的 「合理性」があった,と 論評する一方,世 界的な近代化の流れに立

ってみれば,18世 紀の中国における専制政治の過剰膨張は自国の近代化を妨害する作用を及ぼ し

た側面も認めるべ きであ るとして,こ の事象を2つ の側面か ら捉える見方を示唆した。

『政治』巻の手法 と異 な り,『辺疆民族』巻は中国と西方世界 との比較を書中の重要な一部 とし
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て組み入れている。18世 紀に清朝が領有する版図は最大に達 し,周 辺諸民族に対する管轄体制 も

かつてないほど整ったとされる。他方,ほ ぼ同時代にロシアはシベリアへの進出,ア メ リカは 「西

進運動」 と呼ばれる西部地区への拡張 ・開発活動な どが勢いを見せている。執筆者の成崇徳氏は

これまで清朝の辺疆統治政策および辺疆開発史をめ ぐって多 くの研究成果を発表 しているが,そ

のなかで上記のロ ・米両国の辺疆情勢についてもしば しば論及 している。当巻では18世 紀中国の

辺疆事情を,① 清朝の 「大一統」辺疆観 と統合の過程(第 レ2章),②18世 紀における清朝版図の

確定とその領域(第3章),③ 清朝の辺疆管理制度(第4章),④ 辺疆への人口移動と現地の経済開

発(第5・6章)の 諸テーマでとりあげ,考 察 ・分析の作業を体系的に行う一方,中 国 ・ロシア ●

アメ リカの辺疆事象 をめ ぐる比較研究を第レ3・6の3つ の章において積極的に試みた。 冒頭で氏

は 「同 じ歴史時期において,中 国 ・ロシア ・アメリカの3国 はいずれも自らの辺疆地帯で重要な事

業を推 し進めた。 しか し社会的な背景や,推 進する原動力が異るのに加えて,実 施モデルの類型

や方法 ・手段も相違 しているので,当 然なが ら結果も大いに異なって しまった」(r辺疆民族』巻,1

頁)と 語 り,比 較の狙いは18世 紀中国の辺疆経略の性格,そ の過程に帯びた西方諸国 と相異な る

特質を明らかにすることにあると言明 した。

ちなみに構成の関係で,対 ジュンガル部戦争をはじめ,統 一推進の過程に起 こった一連の戦争

のことは,r軍 事』巻 に委ね られている。そのため当巻中では政治 ・社会 ・経済開発の関連事項 を

主に取 り扱 っている。評者の興味を惹いた点について触れてお くと,ま ず第1章 のなかで,前 近代

中国の疆域形成間題 に纏わる諸説の再検討を行い,そ の上で清朝の辺疆観は 「大一統」思想に よ

る辺疆統一論であ ると特徴づけていることである。氏 によれば18世 紀の中頃,清 朝は歴代中原 王

朝の疆域を継承する と同時に,歴 史上各周辺民族の活動地域 をも広 く領有 し,こ れによって 当初

目指 していた 「大一統」の目標が達成 された という。この見解こそ当巻の基調を理解す るための

重要な点であるといえよう。ほかにも,第2章 において辺疆統一の過程におかれた台湾,ハ ルハモ

ンゴル部,チ ベッ ト,ジ ュンガル部のことを4つ のモデル として分類 し,各 過程を左右 した種 々の

要素に対 して深い分析 を行ってい ること,ま た第4章 において,咽 俗而治」の原則 を掲 げ る清朝

の辺疆管理システムの特色を,「行政管理制度」「辺防管理制度」「辺疆民族制度」のジャンル別に

整理 し,そ の全容 をよ り明確に描き上げていることなどにも,氏 の独自の見地が窺われ る。

18世紀中 ・ロ ・米の3国 の辺疆経略の比較を通 して,氏 は次のような見解を提示 している。第1

に,清 代中国の辺疆経略は同時期の西方諸国の拡張的 ・殖民的活動と性質が異なってい る。第2に,

清代中国の疆域形成 には中国史における歴史的な発展の経緯がある。その史実 を視野に入れ るこ

とは清代の辺疆事情 を理解するために不可欠である。アメ リカの辺疆は 「移動辺疆」,清 代 中国 の

辺疆 は 「固定辺疆」 という捉 え方の根拠はここにあるのである(r辺 疆民族』巻,32-33頁)。 第3

に,辺 疆経略に付随 する人口の流動と現地社会の開発は,地 理的環境,労 働力の状 況,政 府 の 対

策,資 金 と技術な どの面における相異によって,結 果に大きな格差が生 じる。今後 も辺疆 地域 の

開発事業を行っていかねばな らない中国にとって,自 国の歴史のみならず,他 国の歴 史か らも教

訓を汲み入れ ることが必須である。
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戴逸教授が 『導言』巻のあとがきに語 っているように,本 書の最大の特色は 「18世紀 中国史の

展開をパノラマ的に描写 しようと試みた」ことである(『導言』巻,ll6頁)。 したがって全9巻 の

この大著は,一 般の実証的研究とも,ま た単なる理論的研究とも異なり,「史」と 「論」の結合 お

よび中国史 と世界史の結合を目指 す一種の新 しい著述形式を創出 している。いうまでもな く,こ

のように斬新な課題に挑むことには,予 想もつかないさまざまな困難に直面する可能性があ る。

論述に利用 しうる先行研究の欠如或いは不足,学 際的研究をおこなう研究者個人に求め られ る広

範な知識 と洞察力,こ れ らを克服 するためになされた著者たちの苦心の数々が,書 中か ら生々 し

く伝わって くる。道が開かれれば続 く者も輩出されるであろう。今後,よ り多 くの研究者が加わ

り,こ のような課題の研究がいっそう活発化 してい くことが予想され る。その ような状況を心か

ら期待するとともに,先 駆者であ る本書の著者らの寄与を高 く評価 したい。

(大阪経済法科大学教養部)
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